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2022年3月16日 

各 位 

会 社 名 アルフレッサ  ホールディングス株式会社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  荒川 隆治 

 (コード番号２７８４ 東証一部) 

問合せ先 執行役員 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部長 羽野 和明 

 (TEL：０３－５２１９－５１０２) 

 

アルフレッサ株式会社による株式会社プレシジョンとの資本提携について 

 

当社の子会社であるアルフレッサ株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：福神雄介、以下

「アルフレッサ」といいます）は、株式会社プレシジョン（本社：東京都文京区、代表取締役社長：佐藤寿彦、

以下「プレシジョン」といいます）と資本提携を締結しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 背景と目的 

アルフレッサグループは、「19-21 中期経営計画 さらなる成長への挑戦 ～健康とともに、地域ととも

に～」のグループ経営方針として「事業モデルの変革」を掲げており、成長分野への積極的な投資による

事業領域の拡大を目指しております。 

プレシジョンは、「記憶に頼らない医療を、すべての医療従事者に。」をビジョンに掲げ、ICT※1や AI（人

工知能）といった先端技術を活用した診療支援システムの提供により、「医療情報の膨大化や医療現場

の多忙さからもたらされる医療エラーの軽減」と「医師約 2000 名が執筆・監修したデジタル診療マニュア

ル(Current Decision Support 〔CDS〕※2)による医療の標準化」を目指す企業です。 

同社が提供する国内初のＡＩを用いた診療支援「今日の問診票 with Current Decision Support」は、

CDS と自動連携し、診察前に患者様がスマートフォンやタブレットから入力した症状などの問診結果と

CDS に蓄積されたデータをＡＩが照合することで、疑われる疾患名の他、疾患情報、鑑別疾患、検査例お

よび全処方薬などの情報を医師の電子カルテ上に表示することができます。これにより、医師は、著名

医師の診療マニュアルを確認しながら診療を行うことが可能となることから、医師の診察の効率化が

期待されます。また、患者様が入力した問診結果を基にAIがカルテの下書きを行うため、医師の業務負

担軽減にもつながります。 

アルフレッサとプレシジョンは、2021 年 8 月に資本提携を行い、プレシジョンが提供するＡＩ診療支援シ

ステムの普及に向け、2021 年 12 月より両社で営業活動を開始しました。今後も、医療分野の社会課題

のひとつである医師の負担軽減に向けて、活動を進めてまいります。 
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※１  ICT：Information and Communication Technology 

※2  Current Decision Support(CDS)： 

 ・全 23専門領域、約 3,000の疾患（国内最大級の疾患数）について、症状、病態、疫学情報から診断アルゴリ

ズム、身体所見、検査所見、治療例にいたるまでの必須情報を網羅し、現場の臨床医が安心して診療を行え

るようにサポートするデジタル版の教科書（疾患辞書）を収録 

・日常診療で遭遇する約 700の症状・所見に対して、現場の第一線でご活躍される医師より診断アプローチに 

関するノウハウを収集し、現場で必要とされるかたちに編集した診断辞典を収録 

・日本国内で使用が認可されている薬剤情報を収録 

 

【ＡＩを用いた診療支援「今日の問診票 with Current Decision Support」利用画面】 

 

 

２．提携会社の概要 

（１）名称 株式会社プレシジョン 

（２）本店所在地 東京都文京区本郷４丁目２−５ MAビル 7F 

（３）代表者の役職・氏名  代表取締役社長 佐藤 寿彦 

（４）事業内容 ＡＩ診療支援システムの提供 

（５）資本金 3億 2,577万円（2022年 2月現在、資本準備金等含む） 

（６）設立年月 2016年 11月 

（７）上場企業と当該会社との間の

関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

（８）URL https://www.premedi.co.jp/ 

 

https://www.premedi.co.jp/
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３．今後の見通し 

本件による業績へ与える影響は、現時点では軽微であると見込んでおりますが、中長期的には当社グ

ループの企業価値向上に資するものと考えております。 

今後、本件に関して開示すべき事項が生じた場合には速やかにお知らせいたします。 

 

以 上  

 

 




